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「なるほどやんば館」では説明パ
ネル、展示物が分かりやすく工夫
されている。
とくに面白かったのは、大きな衛
星写真地図。八ッ場ダムができる
吾妻川が、利根川に合流し、利根
大堰に至る。そこから見沼代用水
を流れて私たちが活動する見沼田
んぼに水が届く。
それぞれの位置を探したり確認し
たり、流域の水の流れの理解に良
い資料でした。
やんば館で一通り理解できたら、
次は本体工事現場を右岸側から見
学です。

上野駅10：00、浦和駅10：19発の特急草
津1号なら乗り換えなしで、長野原草津口駅
12：18着。
野良仕事の合間の湯治のわりにはみんな元
気。ちょっとしたゼミ旅行といった感じにな
りました。

　上下流交流５回目、これまでの上下流交流で荒
川上流がだいぶ身近になったので、今回からは利
根川上流訪問です。なかでも本体工事真っ盛りの
八ッ場ダムは埼玉県民にとって最重要ダム。その
工事現場を見学し、ダム建設で山腹に移転した温
泉に泊り、上流との交流第一歩としました。
　なかには張り切って、「作業着・長靴必要です
か？」という問合せもありましたが、まずは上流側
の状況把握。とりあえず田の草取りで疲れた体を
温泉で癒そう、ということにして、JR吾妻線長野原
草津口駅に集まりました。
　駅隣に「八ッ場ダム見学会ツアー」（要予約）の
発着場所である「長野原・草津・六合ステーショ
ン」があります。１階は土産物・地元野菜の販売と
軽食向きの食堂。２階はだれでも自由に使える休憩
所。トイレもきれい。出発までの時間をのんびり過
ごしました。
　午後の見学会は1：30発。ほかに数名、途中立ち
寄る「道の駅 八ッ場ふるさと館」でも数名が合流
し、吾妻川右岸側の川原湯地区代替地にある「な
るほど！やんば資料館」へ。
　案内は地元の高橋佳美さん。明るく爽やかで何
でも明快に答えてくださる。
　持参したダムを特集した水のフォルムの機関

誌『水のFORUM』13号を「いただいていいです
か！」と嬉しそうに受け取ってくださり、ツアー最
後に、「八ッ場ダムのことは祖父からいろいろ聞い
ていますが、今となっては明るい土地になって本当
に良かったです」と語っていました。

上下流交流報告⑤ 2017.8.26-27
26日（土）
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圧巻！！
ケーブルクレーンでバケツに入れたコンクリートが運び込まれ、
それを大型ダンプが受けて流し込み、振動機のアームが伸びて締
固め。打設が終わると、乾燥で起きるコンクリート表面のヒビ割
れ防止の散水。
堤体内部に設置する常用洪水吐は鉄筋で囲み、エレベータや通廊
等は所定の位置を確保しながらコンクリート打設。この積み重ね
で巨大水圧に耐えるマス・コンクリートが建ち上がる。
まさに、ダム堤体を輪切りにした建設現場でした。

八ッ場ダムは今、24時間体制で突貫工事中。
八ッ場大橋の望遠鏡から、ライトアップされた
作業現場で働く人たちの姿が見える。
近くの作業員宿舎の明かりが点く部屋の窓越し
に、壁に掛かるフライパン。工事現場で小さく
見えた出稼ぎ作業員の生活も垣間見えました。

八ッ場ダム - 重力式コンクリートダム 群馬県吾妻郡長野原町

集水面積　711.4 ㎢
堤高　116 m 
堤頂長　291 m
堤体積　100万㎥ 

河川　利根川水系吾妻川

天端標高　EL.586m
湛水面積　3.04㎢  
総貯水容量　1億750万㎥
有効貯水容量　9,000万㎥

利用目的　洪水調節・流水の正常な機能の維持
　　　　　・上水道・工業用水・発電
本体工事着工　2015（平成27）年
竣工予定　2019（平成31）年度中

H29 上下流交流報告
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奈良俣ダム - ロックフィルダム 群馬県利根郡みなかみ町

集水面積　95.4 ㎢
堤高　158 m 
堤頂長　520 m
堤体積　1,310万㎥ 

河川　利根川水系楢俣川　　奈良俣ダム地点/利根川河口から279㎞ 　　　　　　　　　　　　ダム湖　ならまた湖＜ダム湖百選＞ 

天端標高　EL.896m
湛水面積　2㎢  
総貯水容量　9,000万㎥
有効貯水容量　8,500万㎥

利用目的　洪水調節・流水の正常な機能の維持
　　　　　・かんがい・上水道・発電
建設着手　1978（昭和53）年
管理開始　1991（平成3）年

「ピラミッドみたい！」
石積の隙間に草が生え、コン
クリートダムとは一味違うやさ
しい趣。でもとにかく大きい。
一段一段登ってみたくなるが、
高さ158ｍというと40階建ビ
ルほど。あっさり登頂はあきら
めた。

H29 上下流交流報告
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矢木沢ダム - アーチ式コンクリートダム 群馬県利根郡みなかみ町

集水面積　167.4 ㎢
堤高　131 m 
堤頂長　352 m
堤体積　57万㎥ 

河川　利根川水系利根川(全長322㎞)　　矢木沢ダム地点/利根川河口から279㎞　　　　ダム湖　奥利根湖＜ダム湖百選＞

天端標高　EL.856m
湛水面積　5.1㎢  
総貯水容量　2億430万㎥
有効貯水容量　1億7,580万㎥

利用目的　洪水調節・流水の正常な機能の維持
　　　　　・かんがい・上水道・発電
建設着手　1961（昭和36）年
管理開始　1967（昭和42）年

矢木沢ダムは、かなりの
部分の機械化を可能にし
た「RCD工法」普及以前
のダム。コンクリート壁に
残る型枠の板目跡が人の
手を伝えている。

H29 上下流交流報告



利
水
ダ
ム
と
治
水
ダ
ム
と

多
目
的
ダ
ム

■
ダ
ム
と
堰

　

流
水
を
貯
め
て
使
う
、
と
言
う
と
農
業
用
水
堰
も
溜
池
も
田

ん
ぼ
だ
っ
て
ダ
ム
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
き
り
が
な
い
の
で
国

際
大
ダ
ム
会
議
で
は
、
堤
高
が
五
㍍
以
上
、
か
つ
貯
水
容
量

三
〇
〇
万
㌧
以
上
の
堰
堤
を
ダ
ム
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

堤
高
一
五
㍍
以
上
な
ら
ハ
イ
ダ
ム
、
そ
れ
以
下
は
ロ
ー
ダ
ム
。

日
本
の
河
川
法
で
言
う
ダ
ム
は
ハ
イ
ダ
ム
を
指
し
、
そ
れ
以
外

は
堰
と
し
て
扱
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ち
な
み
に「
大
ダ
ム
」と
い
う
言
葉
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
ダ
ム

は
水
を
貯
め
る
施
設
、
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
水
圧
。
水
圧

は
水
量
で
は
な
く
水
深
に
比
例
し
ま
す
。
堤
高
が
一
〇
〇
㍍
以

上
に
な
る
と
水
圧
が
ぐ
ん
と
高
く
な
り
、
そ
れ
に
耐
え
る
堤
体

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
堤
高
一
〇
〇
㍍
以
上
の

ダ
ム
を
大
ダ
ム
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

■「
ダ
ム
」と
い
う
言
葉
の
由
来

　

ダ
ム
と
い
う
言
葉
は
中
世
オ
ラ
ン
ダ
語
の「
Ｄ
Ａ
Ｍ
」か
ら
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
を
造
っ
た
ら
渡
河
が
容
易
に
な
っ
て
そ

の
土
地
が
発
展
し
、
大
都
市
に
な
っ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
川
に
ダ

ム
を
造
っ
て
繁
栄
し
た
街
が
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ロ
ッ
テ
川

に
造
っ
た
ダ
ム
で
発
展
し
た
街
が
、ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
だ
そ
う
で
す
。

■
ダ
ム
は
利
水
ダ
ム
に
始
ま
る

　

ダ
ム
の
記
録
が
残
る
Ｂ
Ｃ
二
七
五
〇
年
頃
ま
で
遡
る
と
、
ま

ず
は
人
や
家
畜
の
飲
料
、
灌
漑
と
い
っ
た「
利
水
」目
的
の
ダ
ム
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に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
洪
水
（
大
雨
等
に

よ
る
河
川
流
量
増
大
）を
調
節
す
る「
治
水
」目
的
の
ダ

ム
が
計
画
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
七
世
紀
以
降
の

こ
と
。

　

洪
水
を
受
け
入
れ
る
に
は
強
固
な
堤
体
が
必
要
で
す
。

そ
れ
に
応
え
た
の
が
、
一
八
二
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
発

明
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
。
以
来
、
セ
メ
ン

ト
を
大
量
に
使
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
の
技
術
が
進
み

ま
し
た
。

　

人
の
生
活
や
生
産
の
場
に
適
し
た
平
野
と
言
っ
て
も
、

大
陸
と
は
違
い
軟
弱
地
盤
の
低
地
が
多
い
日
本
は
、
明

治
以
降
近
代
化
を
進
め
る
に
あ
た
り
連
続
堤
防
で
河
川

の
氾
濫
を
防
ぐ
し
か
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
費
用
と
て

膨
大
。
明
治
政
府
が
や
っ
と
重
い
腰
を
上
げ
、
近
代
的

治
水
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
も
終
わ

り
頃
の
一
九
一
〇
年
に「
明
治
四
十
三
年
洪
水
」で
利
根

川
が
氾
濫
し
、
埼
玉
か
ら
東
京
ま
で
海
原
に
な
っ
て
の

こ
と
で
し
た
、

　

ま
し
て
や
ダ
ム
は
、開
国
に
よ
る
人
口
増
と
水
不
足
、

伝
染
病
対
策
で
進
め
た
水
道
事
業
と
併
せ
た
水
道
専
用

ダ
ム
、
ま
た
殖
産
興
業
で
千
歳
川
や
木
曽
川
な
ど
に
電

力
ダ
ム
が
造
ら
れ
ま
し
た
が
、基
本
は
み
な
利
水
ダ
ム
。

　

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
利
水
が
先
行
す
る
の
は
、
い
つ

来
る
か
分
か
ら
な
い
洪
水
よ
り
、
今
必
要
な
水
を
得
た

い
。
洪
水
氾
濫
で
人
や
田
畑
が
濁
流
に
飲
ま
れ
よ
う
が
、

そ
の
時
は
そ
の
時
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

実
際
、
江
戸
時
代
ま
で
は
そ
う
で
し
た
。
近
代
に
な
っ

て
も
、
都
市
社
会
構
築
に
は
高
い
治
水
安
全
性
が
必
要

と
分
か
っ
て
い
て
も
、
河
川
整
備
で
さ
え
予
算
捻
出
は

難
し
く
、
ダ
ム
で
流
域
の
安
全
性
向
上
な
ん
て
余
力
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
多
目
的
ダ
ム
で
世
界
恐
慌
脱
出

　

そ
の
頃
欧
米
で
は
、
治
水
ダ
ム
が
造
れ
る
な
ら
一
つ

の
ダ
ム
で
洪
水
を
貯
め
、
そ
の
水
を
使
え
ば
合
理
的
と

い
う
こ
と
で
、
一
九
世
紀
末
に
は「
多
目
的
ダ
ム
」が
提

唱
さ
れ
ま
す
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
そ
の
経
済
性
と
技

術
的
理
論
が
体
系
化
さ
れ
、
世
界
恐
慌
（
一
九
二
九
年

～
）で
疲
弊
し
た
ア
メ
リ
カ
経
済
立
て
直
し
の「
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
政
策
」の
柱
に
取
り
込
ま
れ
ま
す
。

　

西
部
で
は
コ
ロ
ラ
ド
川
に
当
時
最
大
級
の「
フ
ー
バ
ー

ダ
ム
」、
東
部
で
は「
テ
ネ
シ
ー
川
流
域
公
社（
Ｔ
Ｖ
Ａ
）」

を
設
立
し
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
川
支
流
の
テ
ネ
シ
ー
川
に

三
二
基
の
多
目
的
ダ
ム
を
建
設
し
て
雇
用
拡
大
、
河
川

氾
濫
防
止
、
灌
漑
用
水
供
給
に
よ
る
食
料
増
産
、
電
力

供
給
に
よ
る
工
業
生
産
力
向
上
等
、
多
目
的
ダ
ム
を
造

る
こ
と
で
地
域
経
済
の
発
展
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
成
功
が
諸
外
国
を
刺
激
し
、
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
各
国
で「
河
川
総
合
開
発
」が
行
わ
れ
ま
す
。
日
本

で
も
戦
前
か
ら
多
目
的
ダ
ム
に
よ
る
総
合
開
発
を
目
指

す「
河
水
統
制
計
画
」が
提
唱
さ
れ
、
都
道
府
県
主
体
で

一
部
国
庫
補
助
と
い
う「
河
水
統
制
事
業
」が
取
組
ま
れ

ま
す
。

　

し
か
し
一
九
四
一（
Ｓ
16
）年
末
、
太
平
洋
戦
争
に
突

入
し
、
戦
時
中
の
国
家
総
動
員
法
や
電
力
管
理
法
で
先

行
し
て
い
た
電
力
ダ
ム
も
、
新
た
な
多
目
的
ダ
ム
も
一

切
の
ダ
ム
事
業
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
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さ
ら
に
こ
の
頃
は
、
見
返
り
資
金
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
よ
り
放
出

さ
れ
、
河
川
開
発
の
国
庫
補
助
が
充
実
し
、
補
助
多
目
的

ダ
ム
も
全
国
各
地
に
、ま
た
中
断
し
て
い
た
電
源
開
発
で
は
、

佐
久
間
ダ
ム
、
奥
只
見
ダ
ム
、
黒
部
ダ
ム
な
ど
大
規
模
な

電
力
ダ
ム
も
数
多
く
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
追
い
か
け
て
法
整
備
。「
電
源
開
発
促
進
法
」

（
一
九
五
二
）、「
工
業
用
水
法
」（
一
九
五
六
）、「
水
道
法
」

（
一
九
五
七
）
等
が
出
来
、
ま
た
ダ
ム
が
増
え
る
と
事
業
者

が
重
複
す
る
な
ど
管
理
の
責
任
主
体
が
曖
昧
に
な
る
た
め

一
九
五
七
（
Ｓ
32
）
年
、
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
・
管
理
は
河

川
管
理
者
が
行
う
と
す
る
「
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
」
が
で
き

ま
す
。

■
多
目
的
ダ
ム
で
都
市
用
水
を
造
る

　

戦
後
復
興
を
果
た
し
た
日
本
は
そ
の
勢
い
で
一
九
六
〇

年
頃
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
ま
す
。
大
都
市
圏
に

人
と
資
産
が
集
中
し
て
水
害
リ
ス
ク
を
高
め
た
だ
け
で
は

な
く
、
人
口
増
と
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
水
を
大
量
に

使
う
都
市
生
活
に
な
っ
て
、
水
需
要
が
急
増
し
ま
し
た
。

　

そ
の
水
を
地
下
水
に
頼
れ
ば
地
盤
沈
下
を
起
こ
し
、
東

京
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
一
九
六
四
）間
近
と
い
う
の
に
雨
が
ま
っ

た
く
降
ら
ず
「
東
京
砂
漠
」
と
呼
ば
れ
、
隅
田
川
は
悪
臭
放

つ
ド
ブ
川
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
水
泳
競
技
も
ど
こ
か
ら
水

を
運
ぶ
か
検
討
さ
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　
そ
れ
で
一
九
六
一（
Ｓ
36
）年
、「
水
二
法
」と
呼
ば
れ
る「
水

資
源
開
発
促
進
法
」
と
「
水
資
源
開
発
公
団
法
」
を
作
り
、

全
国
七
水
系
を
指
定
し
、
指
定
水
系
ご
と
の「
水
資
源
開
発

基
本
計
画（
フ
ル
プ
ラ
ン
）」に
基
づ
く
ダ
ム
等
施
設
の
建
設・

管
理
を
水
資
源
開
発
公
団
（
現
水
資
源
機
構
）
も
担
い
、
大

都
市
圏
の
水
需
要
に
寄
与
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
そ
の
第
一
弾
と
し
て
一
九
六
二
（
Ｓ
37
）
年
に
利
根
川
と

淀
川
を
水
資
源
開
発
水
系
に
指
定
し
、
利
根
川
水
系
で
急

ぎ
完
成
さ
せ
た
ダ
ム
が
矢
木
沢
ダ
ム
と
下
久
保
ダ
ム
。
続

い
て
草
木
ダ
ム
、
奈
良
俣
ダ
ム
。
一
九
七
四
（
Ｓ
49
）
年
指

定
の
荒
川
水
系
（
一
九
七
六
年
に
利
根
川
と
統
合
）
に
は
浦

山
ダ
ム
、
滝
沢
ダ
ム
。
今
回
、
上
下
流
交
流
で
訪
ね
た
矢

木
沢
・
奈
良
俣
ダ
ム
は
こ
う
し
た
背
景
で
造
ら
れ
た
ダ
ム

で
す
。

　
そ
し
て
い
つ
も
後
追
い
に
な
る
法
整
備
。
一
九
六
四（
Ｓ

39
）
年
、「
旧
河
川
法
」（
一
八
九
六
）
は
治
水
に
重
点
が
置

か
れ
利
水
に
関
す
る
規
定
等
が
不
備
な
こ
と
か
ら
、
河
川

を
一
級
・
二
級
に
整
理
し
、
治
水
・
利
水
を
含
め
て
水
系

一
貫
管
理
す
る「
新
河
川
法
」に
改
め
ま
す
。

■
多
目
的
ダ
ム
の「
目
的
」は
時
代
を
映
す

　
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
昭
和
三
十
年
代
完
成
の
藤
原・

相
俣
・
薗
原（
利
根
川
水
系
）・
二
瀬（
荒
川
水
系
）と
い
っ

た
ダ
ム
の
目
的
は
、「
洪
水
調
節・不

※

特
定
利
水
」と「
発
電・

灌
漑
」。
ま
さ
に
戦
後
復
興
を
支
え
た
ダ
ム
群
で
す
。

　

高
度
成
長
期
後
完
成
の
矢
木
沢
・
下
久
保
・
草
木
・
奈

良
俣
等
ダ
ム
の
目
的
は「
洪
水
調
節
・
不
特
定
利
水
」と「
都

市
用
水
（
上
水
道
）」。
都
市
の
水
を
造
っ
て
都
市
の
発
展
を

支
え
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
戦
後
間
も
な
く
計
画
さ
れ
、

特
定
多
目
的
ダ
ム
法
に
基
づ
く
ダ
ム
で
あ
り
な
が
ら
、
今

も
未
完
成
と
い
う
ダ
ム
が
八
ッ
場
ダ
ム
で
す
。

※
洪
水
調
節
で
貯
め
た
特
定
の
水
利
権
者
が
い
な
い
水
。
通
常
、
洪
水

調
節
に
含
ま
れ
る
。

日
本
の
戦
後
復
興
・

高
度
成
長
期
を
支
え
た
多
目
的
ダ
ム

■
多
目
的
ダ
ム
で
治
水
と
地
域
開
発

　
一
九
四
五
（
Ｓ
20
）
年
八
月
終
戦
。
ま
ず
求
め
ら
れ
た
の
が
食
料

と
電
力
。早
速
、中
断
し
て
い
た
Ｔ
Ｖ
Ａ
モ
デ
ル
の「
河
川
総
合
開
発
」

が
検
討
さ
れ
、「
河
水
統
制
事
業
」（
後
に
「
補
助
多
目
的
ダ
ム
」）
の

国
庫
補
助
を
再
開
し
ま
す
。

　
そ
の
最
中
の
一
九
四
七
（
Ｓ
22
）
年
九
月
、
疲
弊
し
た
日
本
を
カ

ス
リ
ー
ン
台
風
が
襲
い
ま
す
。
首
都
圏
の
低
地
が
こ
と
ご
と
く
濁
流

に
飲
ま
れ
、
一
九
四
九
（
Ｓ
24
）
年
、
全
国
七
水
系
の
河
川
改
修
計

画
に
初
め
て
、
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
同
年
、
利
根
川
・
鬼
怒
川
水
系
で
は「
利
根
川（
改
定
）改
修
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、
先
行
す
る
河
川
総
合
開
発
と
も
調
整
し
、
藤
原
・

沼
田
（
Ｓ
27
に
中
止
）・
相
俣
・
薗
原
・
八
ッ
場
・
下
久
保
の
六
ダ

ム
を
計
画
し
ま
す
。

　
一
方
の
河
川
総
合
開
発
は
一
九
五
一（
Ｓ
26
）年
に「
国
土
総
合
開

発
法
」（
後
に「
全
国
総
合
開
発
計
画
」→「
国
土
形
成
計
画
」）が
施
行

さ
れ
、
強
力
に
河
川
開
発
を
進
め
る
特
定
地
域
と
し
て
全
国
二
二

地
域
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

　
利
根
川
地
域
で
は
一
九
五
五（
Ｓ
30
）年
、「
利
根
特
定
地
域
総
合

開
発
計
画
」を
策
定
し
、
矢
木
沢
・
須
田
貝（
発
電
専
用
）・
藤
原
・

相
俣
・
薗
原
・
八
ッ
場
・
下
久
保
・
五
十
里
・
川
俣
の
九
ダ
ム
と

渡
良
瀬
遊
水
地
、
行
徳
可
動
堰
、
手
賀
沼
干
拓
、
両
総
用
水
、
印

旛
沼
開
発
等
が
計
画
さ
れ
、
着
手
・
着
工
済
み
の
ダ
ム
は
建
設
を

急
ぎ
ま
し
た
。
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の
「
洪
水
調
節
」
に
「
都
市
用
水
」
を
加
え
、
規
模
を
拡

大
し
た
事
業
計
画
を
発
表
し
ま
す
（
そ
の
後
、
建
設
地

を
六
〇
〇
㍍
上
流
の
現
地
に
移
動
）。

　

し
か
し
そ
れ
は
長
野
原
町
の
川
原
湯
温
泉
街
三
四
〇

世
帯
の
水
没
を
意
味
し
、
二
五
年
に
及
ぶ
強
固
な
反
対

運
動
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
間
、
事
業
実
施
の
調
査
と

併
せ
て
「
水

※

源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る
支
援

や
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
再
建
案
の
調
整
が
進
め
ら
れ
、

一
九
八
六（
Ｓ
61
）年
に「
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
に
関
す

る
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
、
一
九
九
二（
Ｈ
4
）年
に

長
野
原
町
・
群
馬
県
・
建
設
省
の
間
で
建
設
推
進
を
前

提
と
す
る
協
定
書
が
締
結
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
二
〇
〇
一
（
Ｈ
13
）
年
に
第
一
回
変
更
。

二
〇
〇
四
年
第
二
回
変
更
で
目
的
に
「
流
水
の
正
常
な

機
能
維
持
」、
二
〇
〇
八
年
第
三
回
変
更
で
「
発
電
」
を

加
え
、
二
〇
一
五
年
完
成
を
目
指
し
て
本
体
工
事
着
工

直
前
の
二
〇
〇
九
年
九
月
、
政
権
交
代
で
前
原
国
交
大

臣
が
八
ッ
場
ダ
ム
中
止
を
明
言
。
そ
し
て
二
〇
一
二
年

末
、
再
度
政
権
交
代
。
五
年
遅
れ
て
二
〇
一
五
年
一
月

本
体
工
事
着
工
。
今
、
二
〇
一
九
年
度
完
成
を
目
指
し

て
突
貫
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
八
ッ
場
ダ
ム
は
利
根
川
水
系
セ
ン
タ
ー
を
担
う

　

八
ッ
場
ダ
ム
は
戦
後
間
も
な
く
計
画
さ
れ
、
紆
余
曲

折
あ
っ
て
も
必
要
な
ダ
ム
と
し
て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
八
ッ
場
ダ
ム
の
貯
水
容
量
が
大
き
い
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
吾
妻
川
に
造
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　

利
根
川
の
基
準
地
点
・
八
斗
島
に
は
利
根
川
本
流

筋
・
吾
妻
川
筋
・
神
流
川
筋
の
洪
水
が
集
ま
り
ま
す
。

大
雨
は
ど
の
山
に
降
る
か
分
か
ら
な
い
。
各
筋
に
洪
水

調
節
機
能
を
持
た
せ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筋
の
水
害
も

減
ら
せ
ま
す
し
、
ト
ー
タ
ル
で
八
斗
島
の
洪
水
流
量
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

八
斗
島
を
野
球
の
ホ
ー
ム
と
す
る
と
、
利
根
川
本
流

の
ダ
ム
群
は
ラ
イ
ト
、
吾
妻
川
の
八
ッ
場
ダ
ム
は
セ
ン

タ
ー
、
神
流
川
の
下
久
保
ダ
ム
は
レ
フ
ト
。
吾
妻
川
筋

で
ほ
か
に
適
地
が
な
い
中
、
八
ッ
場
ダ
ム
が
な
け
れ
ば

セ
ン
タ
ー
が
無
防
備
。
八
ッ
場
ダ
ム
は
完
成
に
何
十
年

か
か
ろ
う
が
吾
妻
川
・
利
根
川
流
域
に
必
要
な
ダ
ム
な

の
で
す
。

※
水
没
地
域
の
生
活
再
建
策
を
受
益
者
で
あ
る
下
流
部
の
地
方
公
共
団

体
の
負
担
で
支
援
す
る
法
的
枠
組
み
。

八
ッ
場
ダ
ム
は
利
根
川
水
系
の

治
水
に
不
可
欠
な
ダ
ム

■
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
の
経
緯

　

日
本
の
近
代
化
は
沖
積
低
地
へ
の
進
出
な
し
に
は
成
し
得

ず
、
そ
こ
の
可
住
地
化
と
引
き
換
え
に
治
水
が
必
須
条
件
に
な

り
ま
し
た
。
な
か
で
も
下
流
に
首
都
を
擁
す
る
利
根
川
の
治
水

は
最
優
先
。
し
か
し
そ
の
予
算
は
膨
大
で
、
と
り
あ
え
ず

一
八
九
六（
Ｍ
29
）年
に「
旧
河
川
法
」を
作
り
、
一
九
〇
〇（
Ｍ

33
）年
に
内
容
は
江
戸
時
代
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ぬ
治
水
策
、「
利

根
川
改
修
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　

そ
こ
を
襲
っ
た
の
が
、「
明
治
四
十
三
年
洪
水
」（
一
九
一
〇
）。

埼
玉
・
東
京
東
部
一
帯
が
海
原
に
な
り
、
翌
一
九
一
一
年
、
利
根

川
の
谷
口
に
当
た
る
八
斗
島
（
や
っ
た
じ
ま
・
伊
勢
崎
市
）
を
利

根
川
の
基
準
地
点
に
し
、
そ
こ
で
の
洪
水
流
量
を
安
全
に
海
に
送

り
出
す
河
川
整
備
計
画
、「
利
根
川
改
修
計
画
」を
作
り
ま
す
。

　

以
来
、
そ
れ
を
補
完
す
る
整
備
を
進
め
た
の
で
す
が
、
そ
れ

も
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
で
打
ち
砕
か
れ
、
一
九
四
九
（
Ｓ
24
）
年

策
定
の
「
利
根
川
（
改
定
）
改
修
計
画
」
に
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調

節
を
加
え
ま
す
。
こ
こ
で
利
根
川
支
流
の
吾
妻
川
に
は
八
ッ
場

ダ
ム
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
支
流
か
ら
の
流
入
水
が
強
酸
性
の
た
め
計
画
を
い
っ

た
ん
凍
結
。
吾
妻
川
水
系
の
ほ
か
を
探
す
が
適
地
が
な
い
中
、

一
九
六
五
（
Ｓ
40
）
年
に
流
入
水
を
中
和
す
る
品
木
ダ
ム
が
出

来
、
水
質
が
改
善
し
ま
す
。
し
か
し
時
代
は
す
で
に
高
度
成
長

期
。
首
都
圏
の
水
需
要
急
増
で
一
九
六
七
（
Ｓ
42
）
年
、
当
初
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規
利
水
者
。
こ
の
人
た
ち
は
ｂ
や
ｃ
の
水
を
ダ
ム
で
貯

め
て
、
河
川
に
補
給
し
な
い
と
年
間
を
通
じ
て
取
水
で

き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
補
給
水
は
ｃ>

ｂ
に
な
る
の
で
、
水
の
用
意
が

遅
れ
る
ほ
ど
よ
り
多
く
の
水
を
貯
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
も
計
画
が
早
け
れ
ば
立
地
条
件
等
か
ら
大

き
な
ダ
ム
を
造
り
や
す
い
の
で
す
が
、
遅
れ
る
と
小
さ

な
ダ
ム
を
い
く
つ
も
造
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
は
一
〇
年
に
一
回
の
確
率
で
（
利
根
川
・
荒

川
水
系
は
五
年
に
一
回
）
起
こ
る
渇
水
が
あ
っ
て
も
年

間
を
通
じ
て
取
水
で
き
る
よ
う
に
ダ
ム
計
画
を
し
て
い

ま
す
。そ
の
建
設
に
参
加（
投
資
）し
た
者
に
は
完
成
後
、

水
需
要
の
必
要
性
に
応
じ
て
「
安
定
水
利
権
」
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

　

水
需
要
が
ひ
っ
迫
し
、
ダ
ム
建
設
に
投
資
し
て
い
る

が
そ
の
ダ
ム
が
未
完
成
と
い
う
場
合
、
安
定
水
利
権
者

に
迷
惑
を
か
け
な
い
範
囲
で
取
水
で
き
る
権
利
が
「
暫

定
水
利
権
」
で
す
。
こ
の
暫
定
水
利
権
は
河
川
の
水
量

が
多
い
時
だ
け
の
権
利
、渇
水
時
に
は
取
水
で
き
ま
せ
ん
。

■
埼
玉
県
の
場
合

　

埼
玉
県
は
県
土
の
四
割
を
沖
積
低
地
が
占
め
、
そ
こ

は
地
盤
が
低
い
の
で
地
下
水
を
汲
み
上
げ
や
す
い
。
そ

れ
で
多
く
の
市
町
村
が
生
活
の
水
を
地
下
水
に
頼
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
高
度
成
長
期
以
降
も
そ
れ
を
続
け

た
た
め
県
内
各
地
で
深
刻
な
地
盤
沈
下
が
起
き
ま
し
た
。

　

地
盤
沈
下
は
地
盤
が
下
が
る
の
で
建
物
の
土
台
が
露

出
し
て
傾
い
た
り
、
堤
防
が
下
が
っ
た
り
、
都
市
の
崩

壊
を
招
き
ま
す
。
そ
れ
で
河
川
水
利
用
に
代
え
た
の
で

す
が
、
ダ
ム
建
設
へ
の
参
加
が
遅
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に

Ｃ
さ
ん
の
立
場
で
す
。

　

そ
れ
で
ダ
ム
建
設
に
い
く
つ
も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
完
成
ダ
ム
は
、
荒
川
水
系
の
滝
沢
・
浦
山
・

合
角
・
有
間
の
四
ダ
ム
と
荒
川
調
節
池
。
利
根
川
水
系

で
は
下
久
保
ダ
ム
完
成
、
八
ッ
場
ダ
ム
未
完
成
。

　

今
、
埼
玉
県
の
水
道
の
約
三
割
は
八
ッ
場
ダ
ム
の
暫

定
水
利
権
で
得
て
い
る
水
。
渇
水
時
に
は
取
水
で
き
な

い
水
が
三
割
。
こ
れ
が
埼
玉
の
水
道
の
弱
点
な
の
で
す
。

自
然
の
水
を

蛇
口
の
水
に
す
る
た
め
に

■
河
川
の
水
を
取
る
ル
ー
ル
と
ダ
ム
の
役
割

　

八
ッ
場
ダ
ム
は
、
吾
妻
川
流
域
の
み
な
ら
ず
利
根
川
下
流
の

埼
玉
・
東
京
東
部
一
帯
の
治
水
に
必
要
な
ダ
ム
で
す
が
、
利
水

面
で
も
、と
く
に
埼
玉
県
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
ダ
ム
で
す
。

そ
の
説
明
の
前
に
、
利
水
に
関
す
る
ダ
ム
の
役
割
と
河
川
水
利

用
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

自
然
の
雨
は
多
か
っ
た
り
少
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
加
え
て

日
本
列
島
は
脊
梁
山
脈
と
裾
野
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
河
川

の
勾
配
が
急
。
せ
っ
か
く
の
雨
も
そ
の
ま
ま
で
は
一
気
に
海
に

下
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
条
件
下
で
、多
か
っ
た
り
少
な
か
っ

た
り
す
る
自
然
の
水
を
、
蛇
口
を
捻
れ
ば
い
つ
で
も
使
え
る
よ

う
に
す
る
に
は
、
河
川
に
水
が
足
り
な
い
時
、
補
給
す
る
水
を

貯
め
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
を
年
間
で
河
川
流
量
の
最
大
～
最
少
を
グ
ラ
フ
に
し
た

図
で
説
明
し
ま
す
。
そ
こ
に
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
て
水
を
得

た
い
者
、例
え
ば
そ
の
要
望
が
早
か
っ
た
Ａ
さ
ん
が
必
要
な
分
、

次
に
Ｂ
さ
ん
の
分
、
Ｃ
さ
ん
の
分
と
横
線
を
引
き
ま
す
。

　

こ
の
中
で
Ａ
さ
ん
は
、
ダ
ム
が
な
く
て
も
年
間
を
通
じ
て
取

水
で
き
る
者
。
日
本
で
は
河
川
水
利
用
の
歴
史
的
背
景
か
ら
主

に
農
業
用
水
の
利
水
者
で
す
。

　

Ａ
さ
ん
が
永
く
河
川
の
水
を
取
っ
て
き
て
、
次
に
河
川
の
水

を
必
要
と
し
た
Ｂ
さ
ん
や
Ｃ
さ
ん
は
、
近
代
以
降
、
と
く
に
高

度
成
長
期
以
降
の
都
市
生
活
で
水
が
大
量
に
必
要
に
な
っ
た
新

水源開発の
イメージ
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ダ
ム
中
止
を
受
け
入
れ
た
ら
、
埼
玉
県
は
単
独
で
大
き

な
ダ
ム
な
ど
造
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
永
久
に
渇
水
に
弱
い

県
と
し
て
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

す
る
と
今
度
は
、「
ダ
ム
を
造
ら
な
く
て
も
暫
定
水

利
権
を
与
え
続
け
る
」と
い
う
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
ダ
ム
を

造
ら
な
く
て
も
現
状
の
取
水
を
可
と
す
る
、
と
い
う
意

味
な
ら
、
水
瓶
の
あ
る
水
利
権
と
水
瓶
の
な
い
水
利
権

が
同
じ
扱
い
に
な
り
、
そ
れ
は
不
平
等
で
す
し
、
埼
玉

県
に
と
っ
て
も
暫
定
水
利
権
の
ま
ま
に
さ
れ
、
渇
水
に

弱
い
県
と
し
て
固
定
化
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
渇
水
時
も
取
水
し
て
い
い
と
い
う
意
味
な
ら
、

す
で
に
ダ
ム
建
設
に
投
資
し
、
水
瓶
を
用
意
し
て
安
定

水
利
権
を
得
た
者
の
水
を
奪
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、

そ
れ
は
安
定
水
利
権
者
が
絶
対
許
さ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

だ
い
た
い
、
こ
う
も
不
合
理
な
発
言
が
一
般
に
受
け

入
れ
ら
れ
た
の
は
、利
根
川
に
し
ろ
、荒
川
に
し
ろ
、満
々

と
水
を
湛
え
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
認
識
が
背

景
に
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
今
、
そ
こ
に
水
が
あ
る
の
は
、
奥
利
根
の
ダ

ム
、
秩
父
の
ダ
ム
が
整
っ
て
き
て
、
補
給
水
が
増
え
た

か
ら
で
す
。
そ
こ
に
満
々
と
あ
る
水
は
ダ
ム
で
造
っ
た

都
市
用
水
。
あ
え
て
言
う
な
ら
、
そ
こ
は
河
道
を
利
用

し
た
都
市
の
た
め
の
“
水
道
貯
水
池
”
だ
か
ら
で
す
。

水
道
貯
水
池
が
河
川
の
形
で
開
放
さ
れ
て
い
る
と
い
う

の
も
変
で
す
が
、と
に
か
く
荒
川
の
太
郎
右
衛
門
橋（
桶

川
市
川
田
谷
と
川
島
町
東
野
の
間
に
架
か
る
）
か
ら

秋
ヶ
瀬
取
水
堰
の
間
は
水
道
の
水
。

■
農
業
用
水
転
用
水
を
安
定
水
利
権
に

　

本
題
に
戻
り
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
②
の
一
覧
は
埼
玉
県

の
水
道
の
水
源
確
保
状
況
で
す
。
下
段
は
地
下
水
、
中

段
は
完
成
済
み
ダ
ム
で
得
た
安
定
水
利
権
の
水
。
上
段

左
は
農
業
用
水
か
ら
転
用
し
た
水
、
右
は
八
ッ
場
ダ
ム

が
未
完
成
な
の
で
暫
定
水
利
権
で
得
て
い
る
水
。

　

埼
玉
県
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た

「
葛
西
用
水
」「
見
沼
代
用
水
」
と
い
う
二
大
用
水
が
あ

り
ま
す
。

　

ダ
ム
建
設
に
遅
れ
た
埼
玉
県
は
、
農
地
の
減
少
で
生

ま
れ
た
水
、
農
業
用
水
路
を
三
面
護
岸
に
し
て
水
漏
れ

を
防
い
だ
り
、
利
根
川
の
取
入
口
を
一
ヵ
所
に
ま
と
め

る
な
ど
し
て
生
み
出
す
水
を
都
市
用
水
に
転
用
し
、
凌

い
で
き
ま
し
た
。

　

工
業
用
水
は
も
と
も
と
多
く
は
な
く
、
転
用
水
は
日

量
約
九
万
㌧
程
度
で
す
が
、
農
業
用
水
か
ら
の
転
用
水

は
日
量
約
九
四
万
㌧
。
県
民
の
水
使
用
一
人
一
日

四
〇
〇
㍑
と
し
て
、約
二
三
〇
万
人
分
に
も
な
り
ま
す
。

そ
の
水
が
、
上
段
左
の
農
業
転
用
水
利
権
で
す
。

　

た
だ
し
こ
の
農
用
用
水
転
用
水
利
権
は
、
灌
漑
期
に

使
用
し
て
き
た
水
の
転
用
と
い
う
こ
と
で
、
四
～
九
月

の
条
件
付
き
水
利
権
。
年
間
を
通
じ
た
安
定
水
利
権
に

す
る
に
は
、
冬
期
の
水
を
貯
め
て
補
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
③「
毎
秒
一
㌧
当
た
り
の
開
発
単
価
比
較
」

を
見
る
と
、
八
ッ
場
ダ
ム
は
水
を
た
く
さ
ん
貯
め
ら
れ

る
大
き
な
ダ
ム
な
の
で
、
毎
秒
一
㌧
の
水
を
開
発
す
る

の
に
必
要
な
費
用
（
開
発
単
価
）
が
、
荒
川
水
系
の
ダ

埼
玉
県
が

八
ッ
場
ダ
ム
の
完
成
を
待
つ
わ
け

■
安
定
水
利
権
を
増
や
し
た
い

　

次
ペ
ー
ジ
①
の
一
覧
は
、
首
都
圏
六
都
県
の
暫
定
水
利
権
割

合
で
す
。
最
も
暫
定
水
利
権
の
割
合
が
多
い
の
が
埼
玉
県
。
平

成
二
十
年
度
か
ら
滝
沢
ダ
ム
も
運
用
を
始
め
た
の
で
多
少
減
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
約
三
割
。

　

雨
が
降
ら
ず
、
ダ
ム
湖
の
水
が
減
っ
て
き
て
も
ま
だ
な
ん
と

か
な
る
時
は
、関
係
す
る
都
県
や
農
業
用
水
関
係
者
で
協
議
し
、

安
定
で
も
暫
定
で
も
あ
ま
り
差
の
な
い
削
減
率
に
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
ん
と
か
な
ら
な
い
時
、
埼
玉
県
は
取
水

で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
、
渇
水
時
に
他
県
と
同
じ
権
利
を
主
張
す
る
た
め
に

は
、
安
定
水
利
権
取
得
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
少
な
く
と
も
他

県
と
同
じ
く
ら
い
の
暫
定
割
合
に
し
た
い
と
い
う
の
が
埼
玉
県

の
考
え
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
実
情
を
知
っ
て
か
、
知
ら
ず
か
、
民
主
党
政
権

に
な
る
や
前
原
国
交
大
臣
が
「
八
ッ
場
ダ
ム
中
止
」
を
明
言
し

ま
し
た
。
氏
は
こ
こ
へ
来
て
、「
あ
の
時
最
大
の
失
敗
は
、分
か
っ

て
い
な
い
の
に
八
ッ
場
ダ
ム
中
止
を
明
言
し
た
こ
と
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。

　

事
実
、
本
当
に
中
止
と
な
れ
ば
、
埼
玉
県
は
今
得
て
い
る
暫

定
水
利
権
も
失
い
、
河
川
に
水
が
あ
る
時
も
取
水
で
き
ず
、
現

状
の
水
道
水
の
三
割
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
も
し
安
定
水
利
権
を
確
保
し
て
い
る
都
県
が
八
ッ
場
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な
が
る
「
川
原
湯
温
泉
」
と
し
て
歴
史
あ
る
湯
治
場
。

そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
に
は
永
い
時
間
が
必
要

で
し
た
。

　

ま
た
、
長
野
原
町
の
方
々
に
理
解
と
協
力
を
い
た
だ

く
た
め
、
幾
度
と
な
く
説
明
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ

た
用
地
課
の
方
々
の
苦
労
も
諮
り
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
私
た
ち
下
流
域
の
役
割
は
、
機
会
を
作
っ
て
は

川
原
湯
温
泉
の
お
湯
に
浸
か
り
、
長
野
原
町
の
方
々
と

仲
良
く
な
る
こ
と
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ム
よ
り
は
る
か
に
安
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
下
段
に
あ
る「
冬
水
」

を
見
る
と
、
年
間
を
通
じ
て
の「
通
年
」よ
り
さ
ら
に
安
い
。

　

埼
玉
県
が
八
ッ
場
ダ
ム
で
買
う
水
は
、
ほ
と
ん
ど
が
開
発
単

価
の
安
い
冬
水
。
そ
の
理
由
は
、
農
業
用
水
転
用
水
を
年
間
の

水
利
権
に
す
る
た
め
。
転
用
し
た
農
業
用
水
を
有
効
に
す
る
た

め
で
す
。

　

埼
玉
県
が
八
ッ
場
ダ
ム
の
完
成
を
待
ち
望
む
一
番
の
理
由
が

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

水
は
イ
ン
フ
ラ
中
の
イ
ン
フ
ラ
。
人
口
減
少
下
社
会
で
人
口

維
持
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
で
も
、
企
業
誘
致
で
も
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
で
も
、
水
の
な
い
（
か
つ
洪
水
に
脆
弱
な
）
県
で

は
何
も
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

水
を
治
め
る
こ
と
は
為
政
者
根
本
の
務
め
。
埼
玉
県
上
田
知

事
は
、
二
〇
一
五
年
二
月
七
日
、
八
ッ
場
ダ
ム
本
体
工
事
起
工

式
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

■
水
源
地
域
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
て

　

こ
こ
ま
で
は
、
埼
玉
・
東
京
の
治
水
や
埼
玉
の
水
道
事
情
か

ら
見
た
八
ッ
場
ダ
ム
の
必
要
性
で
す
。
し
か
し
そ
れ
を
得
る
に

は
、
上
流
水
源
地
域
の
生
活
の
場
を
移
転
し
て
い
た
だ
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
再
建
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
の
事
業
を
下

流
域
の
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
で
行
う
法
的
枠
組
み
、「
水

源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
」
が
後
押
し
し
、
話
合
い
が
重
ね
ら

れ
ま
し
た
。

　

水
を
得
る
に
は
、
ダ
ム
建
設
と
と
も
に
水
源
地
域
の
生
活
再

建
も
併
せ
て
費
用
負
担
す
る
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
で

も
慣
れ
親
し
ん
だ
地
を
失
う
悲
し
み
は
図
り
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
く
に
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
地
・
長
野
原
町
は
、
草
津
と
つ

②平成21年の水源確保状況

4月　 9月・10月 3月

農業用水転用水利権
毎秒約８㌧

八ッ場ダムで確保予定
毎秒約８㌧

下久保ダム、奈良俣ダム、浦山ダム、滝沢ダムなど
完成しているダムによる水利権　毎秒約15㌧

地下水等　毎秒約９㌧

水源量合計／毎秒約35㌧

①各県の暫定水利権割合　　平成19年度版より

都県名
内　訳（㌧／秒）

暫定水利権割合
安定水利権 暫定水利権 計

東京都 67.9 15.6 83.5 19％
千葉県 22.8 2.6 25.4 10％
埼玉県 16.6 11.2 27.8 40％
群馬県 6.7 2.8 9.5 29％
栃木県 4.4 0.3 4.7 6％
茨城県 9.9 1.9 11.8 16％

③毎秒１㌧当たりの開発単価の比較

ダム名 総事業費 負担額 取れる水量 開発単価

八ッ場ダム（通年）
4600億円

87億円 0.67㌧／秒 130億円／㌧

（冬水） 685億円 9.25㌧／秒 74億円／㌧

浦山ダム 1844億円 686億円 2.93㌧／秒 234億円／㌧

滝沢ダム 2320億円 851億円 3.74㌧／秒 228億円／㌧
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新天地の畑で採れたて野菜もニジマス「ギンヒカリ」も
とても美味しくいただきました。

水分の神・三峯神社も山腹の祠に遷座。
カモシカ君は隣の聖天様の祠がすみかに。

八ッ場ダム本体工事現場を見下ろす展望台で。
ヘルメットがそれらしい雰囲気。

奈良俣ダム天端で快い風に吹かれながら、
山奥に開かれたピラミッドを堪能。

矢木沢ダムで覚えた「ダム式バンザイ」で
バンザイ！！

　私が最初に八ッ場ダム建設地を訪ねたのは2003
年の晩夏。まだ陽が高いのに川原湯温泉の急坂を
影が覆い、最初に出会う「山木館」の玄関口は逆光
で薄暗かった。『水のFORUM』Vol.３で、下記の
ように記しています。
――八ッ場ダムは群馬県吾妻郡長野原町の吾妻川
に建設される。谷沿いにＪＲ吾妻線と国道145号が
通り、鎌倉時代に遡る歴史と草津の上がり湯として
親しまれてきた川原湯温泉がある。
　利根川水系中最大規模の八ッ場ダムは、長野原
町の５地区を水没させる。川原湯温泉街もその玄
関口の川原湯温泉駅も群馬県最古の木造の小学校
も、山並に遮られた小さな天空を仰ぎながらの山間
の暮らしも含まれる。
　すでに小学校は高台に移された。これから道路
も温泉街も宅地も畑も山腹に移転する※。しかし今
はまだ変わらず深緑の山々に抱かれて蝉が鳴き、
温泉街も営業を続けている。ダムの完成は町に新
たな開発をもたらすが、このひなびた風情は戻らな
い。――
　そのため永い時間がかかりました。その上さら
に、事業費ベースで七割終了というところでまた中
断。生活再建計画も頓挫し、山を下った世帯も多い
と聞きます。その中で生活の場も町も畑も山腹の造
成地に移り、次代に向けて歩み出された方々もおら
れます。新開地には道の駅もでき、まもなくダム湖
も出現します。
　今回の上下流交流は、現地で再スタートされた
方々を応援したいけれど、下流域の無理解に失望
しておられるのでは、という一抹の不安を抱いて訪
ねました。

　天気のせいもありましたが、以前は暗かった温泉
街が明るい。山並みは近く、宿の建物もすっかりお
洒落になって、別荘地のよう。
　宿の食事は、以前の畑の土を運んだ新天地の畑
の産物。宿で働く方々とも意気投合。温泉神社例
大祭の前夜祭で盆踊りに集い賑わう若者らとの語
らいも。
　次回は平成31年夏、完成間近の八ッ場ダム見学
と品木ダム見学を予定しています。

27日（日）

※現地再建方式（ずり上がり方式）。ダム湖より上の山腹部（将来
は湖畔となる部分）に新開地を再建する方式。


